
安定した都市インフラの上で、まちでの活動を誘発する仕掛けが充実するとともに、
災害等から生活を守り、いち早く日常を取り戻す備えが出来ていること

分野⑨ インフラ・防災・まちづくり

です

多様な移動手段が利
用できるようにする

・高校生・高齢者・観光客等、
公共交通が必要な人の移動
手段が確保されている
・自転車等の小型の移動手
段が充実している

の実現が
必要です

多様な空間が利用で
きるようにする

・空き家・空き店舗が民間と
連携しながら、魅力的に活用
されている
・歩道・自転車道等が充実し、
人にやさしい都市空間が広
がっている

道路・水道を適切に
維持・管理する

・危険の少ない道路になって
いる
・おいしい水が安定して供給
されている
・コストパフォーマンスの高
い事業運営になっている

災害への備えの状況
が見える化

・災害リスクが市民・地域に
正しく理解されている
・自助・共助・公助の考え方
が浸透している
・災害弱者、避難所、防災倉
庫等が情報共有されている

災害時に適切に行動
できる

・正しい情報を迅速に伝えら
れるようにする
・スムーズな避難行動がとれ
るようにする
・消防団や自主防災組織を
持続していく

私たちの目的は、確かで魅力的な人々の暮らしの土台があって、
いざという時にも安全と安心が得られること だから

この「ありたい姿」の実現には、

【ワークショップの概要】
・都市インフラの役割について、次の２つがある。
①日々の暮らしを支える土台としての役割 ②まちの魅力を創出していく土台としての役割

・①については、一定のサービス水準を確保・維持していく必要性が確認された。
・②については、「いくら整備しても、使われないと意味がない」、「投資されてきた、中心市街地のにぎわいが減っ
ている」という問題意識のもと、都市インフラができることについて様々なアイデアが出された。
→②については、他分野とも連携して、具体的な取組を拡げていくことが求められる。

・都市インフラがあるうえで、防災についての安心感を得るには、災害時の具体的な行動が見えている状態をつく
ることが重要である。そのためにも、バランスよく自助・共助・公助の役割分担がなされ、それぞれに備えや訓練が
できている状態をつくることが求められる。

「10年後のありたい姿」は

市民・企業・団体等の魅力的な活動を誘発するまちづくり 災害にあっても適切な行動をとれる状態確かな都市インフラ
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